
－現代的な課題に対応する社会教育のあり方について－ 茨城県社会教育委員会議

地 域 社 会

＜現 状＞ ＜担い手の現状＞

・人々のつながりが弱い。 ・地域社会で役立つ形で経験・知識が身に

・地域の個性や特徴が失われる傾向。 共通する課題 ついているわけではない。
・住民の地域への愛着・帰属意識が ・地域に住んでいるが地域社会との関わり

薄れている。 地域社会の活性化 が薄い。

●社会教育の役割１

住民が地域社会の活性化の主役となるための「人づくり」

○自分たちの住む地域の問題に関心が持てる人
○自分たちの問題として課題解決に向けて取り組む意識と力量を持つ人

視点１ 視点２

「地域社会との関わりが薄い人」 「準備」ではなく「活性化の活
が社会教育を通じて「地域に生き 動の中で学ぶ」という性格を持た
る/活きることの幸せ」を見いだし せる。
ていく筋道を示す。

視点３ 視点４

教え合い，学び合うことが自然 「地域に生きる/活きることの幸
に行われるような社会教育の「場」 せ」を見いだすことに貢献してい
を用意する。 る人の経験と発想を活かす。

＜提案１＞ ＜提案２＞
団塊の世代による地域課題解決 学校は自分再発見と地域活動
のための起業のすすめ への参加の場
－「たまり場」から生まれる新しい －学校教育と社会教育のコラボ
コミュニティ社会の実現－ レーションによる地域づくり－

地域に「たまり場」をつくろう！
柔らかなクッションを並べる

本音で語れるスペース 自分再発見
出会いが生じる場 自分は何をしたいのか，何が

できるのかを確認
＜「起業」の準備＞

１地域を知ろう 支援活動への参加
２仲間をつくろう (学校ごとのニーズ）
３イメージを作ってみよう ・学校教育活動支援
４基本設計を作ろう ・学校環境整備支援
５ビジネスの立ち上げに向けて ・放課後児童支援
（具体的な準備や手続きを分担し ・PTA活動支援
て行う） ・子ども会活動支援

・スポーツ少年団活動及び
地域活動への支援

＜スタート＞ 参加から参画へ
地域課題解決のためのビジネスと
して起業する

コーディネーター
新しい起業への発展

●社会教育の役割２
行政の支援

住民の力をつなぎ合わせ，地域全体の力を高める「地域づくり」 人と人をつなぐ コーディネーターの養成

個性豊かで活力のある地域社会形成とその担い手づくり
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